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＜連絡事項＞

・第3回小坂Ｄｒ勉強会の第4クール目が10月26日に予定でしたが、先生のご都合により、11月2日（木）に変更となりますので、まだ参加していない方は周知をお願いします。

・南山苑の隣にデイサービスを建てている最中ですが、本日から工事車両往来の為一部通行止めとなり、工事の騒音等あります。南山苑の総務の大釜さんより、危険な場所や一部通行止めのお知らせが来るので、患者様・ご家族への注意の呼び掛けをお願いします。

・下記の日程で創立記念特別講演（法人研修）が開催します。

日時：11月3日（金）11：00～12：00

場所：メンタルケア病棟４Ｆ　メモリアルホール

内容：「精神科医療の現状」

講師：東中須　恵子様（弘前学院大学看護学部）

出欠確認に関して、「ＷＩＺ」→「書類ホルダー」→「教育委員会」→「Ｈ18教育委員会」→「Ｈ18法人研修」→「学術特別講演」→「出欠名簿はこちらです。」となっています。

＜患者様連絡事項＞

・十日市　利喜様～排便調整の為シンラック処方となっています。排便管理は出来ていますが、引き続き排便の観察・確認を行っていきましょう。

＜週間予定＞

・24日（火）13：30～症例検討会・行動制限最小化委員会

・26日（木）皮膚科診察

4階ユーティリティーにて17：30～アルコール依存症勉強会

・27日（金）歯科診察（小坂　君子様）

・29日（日）床屋付き添い（法霊崎　恵子様）

＜ＯＴ一週間の報告・検討＞

・村上　幸子様～現在作業では、自分から「何かやる」という関心・意欲は見られず、スタッフ側から提供した物を丁寧に集中して取り組まれています。与えられた作業に対しては真面目に取り組み、頑張り過ぎる傾向があります。そのために休憩の取り方を知る必要があります。自分から何か見つけて行なうという自発性にやや欠けている部分ある為、単純な所から自分で考えて行なうように促していきます。

現在、外泊訓練では料理を主として行なっていますが、本人にとって「自分でレシピを作るのが一番大変だ」とスタッフに話している事がありました。作業場面からも、もう少し簡単で負担に至らないレシピ・料理作りをスタッフと共にしたらどうかとアドバイスあります。（例、味噌汁・ご飯炊き、簡単炒め物やお浸しなど簡単料理一品、また出来合い物購入）

現在の本人の状態と、ケアプランにズレがある様子伺える為、更に話合いをもち患者様とともに作成していきましょう。

・上久保　義郎様～現在作業ではスタッフ側から提供した計算ドリルを行なっています。作業に関心・意欲がなく、集中力の持続性が欠けている様子です。作業に取り掛かるまで時間がかかり、促しが必要ですが、眠気がある時は本人なりに「眠っちゃいけない」と思い、水で顔を洗うなど工夫されています。反面、短時間であれば集中する事が出来ています。時折、スタッフ側から計算ドリル以外の物を提供しますが「面倒くさいー」と言われ拒否される事があります。

　　　　　　　　　興味のある事、持続力の作業を探す事が課題となります。

・伊藤　雄一様～以前は作業で漢字ドリルを行なっていましたが、現在は韓国文字の持参した本を読まれています。本人は、「内容は簡単で面白い」と話しノートに書き写していますが、理解して読んでいるかは不明です。最近では、本人から計算ドリルをやりたいと言われ、スタッフ側で準備している最中です。他者との交流が少ない為、小グループ設定にし関わりを持てる時間を提供していますが一人で黙々と行なっている事が多い為、人との関わり方を学んで頂く様に促していきます。小グループ設定にし作業を行なうと見本通りに素早く出来ていて、理解力・集中力は保たれています。

・滝田　英人様～現在はスタッフ側から提供した作業を行なっています。夜間の睡眠が不安定な為、日中のプログラム時間は日課を整える目的も有しています。作業は拒否され居眠り見られる時がありますが、役割設定をすれば、自分のペースで行なう事できています。今後も、日中の活動性を高められるように促していきます。

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

・佐々木　淳様～夜間失禁し、寝具が汚れている事があった為、寝具交換を行っています。担当スタッフよりご家族へオネショマットを準備して頂く様連絡しており、21日（土）面会時に持参されています。ご家族としてはマットを使用せずに飲水量を調節して対応して欲しいとお話ありました。１日の排尿回数が１１～１２回と報告あり、確実な飲水量や失禁回数も評価が不充分な状態です。

〇夜間の失禁の頻度を知る。

〇リハビリパンツと寝具汚染まで失禁した時間と回数をカルテに記載する。

〇使用済みのリハビリパンツを自室のごみ箱に捨てている事があり、本人と一緒に新聞に包み処理をする能力をつけ、意識付ける。

〇面会時に持参されたリハビリパンツの記載がない為、数を預かり表に書いて交換頻度を知る。

※夜間のトイレ誘導について、就床前に１回のトイレ誘導をしてはどうかという意見が挙がっています。それの結果により、今後のケアの方向性を深めて行きましょう。


































